
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎週火曜日、車の窓から見える木々

の葉や枝ぶり、生命力が溢れでる初夏、

寒風に耐え忍ぶ真冬、聖蹟桜ヶ丘のい

ろは坂は時の流れを私に知らせてくれ

ます。和田にあるアニメ制作スタジオ

に毎週通うようになってかれこれ 15

年が過ぎました。いろは坂は私のやる

気スイッチを入れてくれる不思議な道

でもあります。 

1975 年 6 月 3日、日本アニメーショ

ン株式会社は創業しました。創業者の

本橋浩一は私の父で、2010 年に社長を

引き継ぎました。今年 2025 年創業 50

周年を迎える事が出来ます。これは、会

社を支えてきた制作現場である多摩ス

タジオのおかげであり、その社員達を

受け入れてくれた聖蹟桜ヶ丘の自然、

環境、人々の温かさがあるからだと思

っています。多摩市で創業時期に成長

出来た縁に感謝しております。 

絵本、ハグ、そして「アニメ」、孫娘

を笑顔にする私の三種の神器でした。

おかげで孫娘も立派なアニメ好きにな

りました。私はこの「アニメーション」

をこよなく愛しています。“アニメには

無限の力がある”、と信じています。な

ぜなら、アニメは国を超え、時代を超

え、憧れのヒーローやヒロイン、愛おし

い動物たち、そしてたくさんの仲間が 

いる世界へと私たち

を瞬時に連れて行っ

てくれるからです。

そして、新たな冒険

や物語へと誘いま

す。その世界で心を

揺さぶられながら感

動という体験をし、 

心の成長を遂げ、人として大切なもの

を身につけていくのです。それは幼児

だけでなく、思春期を迎えた少年少女、

そして大人も。“人の心を育てるもの”

それがアニメなのです。 

では、そのアニメの力はどこから来

るのでしょうか？プロフェッショナル

が集まり、1秒間に 24枚という膨大な

絵を重ね物語を紡いでいく“制作現

場”。そこにあふれる創造性と職人技、

そしてなによりも“情熱と愛情”が、見

る人に伝わっていくのだと思います。 

『世界名作劇場』シリーズ『未来少年

コナン』『ちびまる子ちゃん』『うっか

りペネロペ』等 140 を超える作品群は、

創業者である本橋浩一が「世界の子供

や大人たちに素晴らしいアニメーショ

ンを提供し、感動を与え、人間性の涵養

に寄与したい」という理念の下、“情熱

と愛情”を持って制作に邁進した賜物

なのです。今後も、創業者の“理念”や

“想い” を若い社員にも大切に引き継

ぎ続け、次の世代の子供達にも見ても

らえる新たなる「名作」を、皆さまの生

活の一場面で“夢と感動を与えるアニ

メーション”を作り続けてまいります。 

今まさに全力で制作中の作品『青の

オーケストラ』(第 2期)は、NHKの E

テレで、2025 年秋より放送予定です。

高校のオーケストラ部を舞台に、主人

公の青野一が仲間と出会い成長してい

く青春のアンサンブルドラマです。 

ぜひ皆さまにご覧いただけますと幸

いです。 

 

新田開発するものの、当初は一部を 3

村の秣場として残そうとしていまし

た。これは、秣場が牛馬の飼料などを得

る重要な場であったためです。しかし、

権利関係が複雑になることから、関戸・

一ノ宮村は秣場を残さず開発すること

を選びます。連光寺村だけは領主に草

銭を支払ってでも秣場を残すことを嘆

願し、聞き届けられました。 

新田開発は村々の収穫高をあげるこ

とにもつながるので、村にもメリット

があるように思われますが、秣場の資

源は農業を維持するうえでも重要であ

り、それを失うのは大変困ることでし

た。この時の史料類は、国文学研究資料

館所蔵の古文書として現存しています

(『多摩の里山』p.37 に掲載)。 

百草村飛地についてはこうした経緯

は不明ですが、隣接地に落川村飛地が

あることから、元は百草村と落川村な

どが入り合う秣場であった可能性が考

えられます。 

なお、今回見つかった恋路稲荷神社

の最古の木札は享保 7 年(1722)のもの

で、これは新田開発が奨励され始めた

時期と一致しています。また、こうし

た新田開発に黄檗
お う ば く

  がかかわって寺院

を引寺した事例も国立や国分寺・小平

で見つかっており、百草村の新田開発

にも資福院が関係していたことが推測

できます。 

参考文献： 『多摩市史 通史編Ⅰ』、パルテノン多
摩『多摩の里山』p.37 

パルテノン多摩ミュージアムで開催

中の企画展「多摩市百草・恋路稲荷神社

の秘密」は 6 月 8 日に最終日を迎える

予定です。展示に合わせたシリーズの

最後として今回は「飛地」を扱います。 

多摩市百草は百草村(日野市百草)の

飛地でした。実は百草以外にも、多摩

市内には飛地の地名がいくつかありま

す。連光寺付近に「関戸」や「一ノ宮」

という地名が残っているのもそのひと

つです。また「貝取」「落川」など、元

の村から離れた場所で地名がつけられ

ている地区も飛地に由来しています。

では、これらの飛地はどのようにして

生まれたのでしょうか。 

連光寺の関戸・一ノ宮飛地は、江戸時

代には「連光寺野」と呼ばれ、各村がそ

れぞれ入り合って資源を得る「入会地」

(秣場
ま ぐ さ ば

 ・有地地)でした。しかし、徳川吉

宗により税収増などを目的として新田

開発が奨励されたことから、この連光

寺野も、寛保元年(1741)から延享 3 年

(1746)にかけて、連光寺村・一ノ宮村・

関戸村の 3 村で分割して開発されるこ

とになりました。各村により開発され

た新田は、開発後はその村の所地地に

なります。こうして、村から離れた場 

所に飛

地がで

きたの

です。 

連光

寺野の

開発で

は、秣

場の大

部分を 

 

しょうぶかん 
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橋 場 万 里 子  多摩の歴史さんぽ（５０） 

 

恋路稲荷神社と資福院 ～連光寺野の秣場分割の事例から見た百草村飛地の成立 ～ 

 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化振
興財団)学芸員。東京都立大学・桜美林大学
非常勤講師。 
 

多摩市と日本アニメーション（２） 

「聖蹟桜ヶ丘に育てていただき感謝」 

石川 和子 

 

筆者紹介：石川 和子(いしかわ かずこ) 
日本アニメーション株式会社 
代表取締役社長 

 

連光寺・一ノ宮・関戸の飛地の図（多
摩村全図よりパルテノン多摩作成） 

2024.6.5 昭和記念公園2024.6.5 昭和記念公園 



                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉なんでも相談会 

～ どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時： 5 月 20 日(火) 14:00～16:00 

      6 月 17 日(火) 14:00～16:00 

☆場 所：会議室 1 ☆参加費：無料(直接会場へ) 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

スマートフォン相談会 

☆日 時：5 月 19 日(月) (受付 5 月 1 日(木) 14:00～ 電話可) 

     6 月 16 日(月) (受付 6 月 1 日(日) 14:00～ 電話可) 

☆募 集：①14:00～ ②14:30～ ③15:00～ ④15:30～ 

☆場 所：会議室３   

☆参加費：無料 

☆対象者：多摩市在住の 65 歳以上の方 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

☆協 力：手軽に楽しむスマホ＆パソコンの会 

  

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 6 月 22 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 
※問合せ：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

花いっぱい植花育成活動 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時： 5 月 17 日(土) 10:00～ 
      6 月 21 日(土) 10:00～ 

☆集合場所：菖蒲館 玄関前広場 

☆主 催：まちづくり部会 

※この活動は一般財団法人            の助成を受けています 

交流サロン からきだ 囲碁・将棋の会 

☆開催日：5 月 5 日(月)  11 日(日) 20 日(火) 28 日(水) 
6 月 2 日(月)  8 日(日) 17 日(火) 25 日(水) 

☆時 間：13:15～17:00 

☆場 所：会議室３  

☆参加費：無料 

☆主 催：囲碁・将棋特別委員会 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 163 回 5 月 18 日(日) 9:00～11:00 

     第 164 回 6 月 15 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

 

言語・海外風土 座談会 

 ～ 第５回 ハワイ ～ 

☆日 時：6 月 7 日(土) 10:00～ 

☆場 所：会議室 1 

☆定 員：15 名 (受付 5 月 1 日 14:00～ 電話可) 

☆内 容：在住歴 18 年の日本の方に話を聞きます 

☆参加費：500 円 

☆主 催：文化部会 

 

2024.3.30 鶴牧西公園 しだれ桜 

登録団体及び地域団体の皆様へ 

～ 第 15 回 からきだ菖蒲館まつりについて ～ 

☆開催日時：10 月 11 日(土)・12 日(日) 

☆参加者説明会： 6 月 14 日(土) 10:00～ 
※出演・出展・出店・ワークショップでの参加を検討している方
は、必ず説明会にご出席をお願いいたします。詳細については 
５月中旬ごろ館内掲示またはホームページへ掲載予定です。 

パルテノン多摩企画展 

多摩市百草・恋路稲荷神社の秘密 

☆期  間：開催中(6/8(日)まで) 
☆時 間：10:00～17:30 ☆入場無料 

☆会 場：パルテノン多摩 2F ミュージアム  

☆学芸員解説日：5/11、6/1 
        すべて 13:30～(30 分程度) 

☆主 催：多摩市教育委員会､パルテノン多摩共同事業体 

菖蒲の会 

～ 男の料理教室 ～ 
男性の方々へ ベテラン主婦と一緒に 

おつまみ､おにぎり､みそ汁など作ってみませんか？ 

☆日 時：6 月 14 日(土) 10:00～ 
☆場 所：調理室・会議室１ ☆参加費：500 円  

☆定 員：先着 8 名 (受付 5 月 1 日 14:00～ 電話可) 

☆持ち物：エプロン、三角巾 

☆主 催：福祉部会 

 

端午の節句 鯉のぼり展示 

  ～ 子どもたちの明るく健やかな一年を願って ～ 

◆鯉のぼり装飾 

☆期 間：4 月 15 日(火)～5 月 11 日(日)  

◆子どもたちの鯉のぼり作品展示 

☆期 間：4 月 19 日(土)～5 月 11 日(日)  

☆場 所：2 階エレベーター前  

☆主 催：文化部会 

☆共 催：児童館 

集  合 ： 菖蒲館玄関前 9：30 雨天中止(小雨含む) 

参加費 ： 1００円 

定  員 ： 先着 ２０名 

コース  ： 菖蒲館 ⇒ 高岸第２公園 ⇒ 松が谷トンネル 

⇒ 堀之内番場公園 ⇒ 中央大学 

⇒ 多摩動物公園(解散) 

持ち物  ： 飲み物、帽子、雨具、歩きやすい服装と靴 
※多摩動物公園に入園される方は入園料 300 円が必要 

 

主  催 ： 健康・スポーツ部会 

◆ ５月２９日(木)   

 

菖蒲館 ウォーキング 
第９４回 多摩動物公園方面 第９５回 からきだの道から長池公園方面 

集  合 ： 菖蒲館玄関前 9：30 雨天中止(小雨含む) 

参加費 ： 1００円 

定  員 ： 先着 ２０名 

コース  ： 菖蒲館 ⇒ からきだの道 ⇒ 別所公園 

⇒ せせらぎ緑道 ⇒ 長池公園 ⇒ よこやまの道 

⇒ 菖蒲館(解散) 

持ち物  ： 飲み物、帽子、雨具、歩きやすい服装と靴 

 

主  催 ： 健康・スポーツ部会 

 

◆ ６月１８日(水)   

 

 
約 5.5 ㎞ 

1 時間 50 分 
 

約 6.5 ㎞ 

２時間 30 分 

七夕飾り用 笹竹の無料配布（先着 30本） 

☆日 時：6 月 24 日(火) 10:00～ 

☆場 所：菖蒲館 玄関付近 

☆主 催：文化部会 

☆協 力：からきだの道の会 

2025.3.30 菖蒲館桜まつり 


